
10 （３）石巻市北上町橋浦地区の状況  
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○大川小学校 

津波による浸水深の状況
（河北・雄勝・北上） 

［用地確保に向けて］ 
■利用権取得に向けて，地権者と交渉中 
■一部ほ場整備区域であり，計画変更のため， 
 圃場整備実行委員会等で関係者からの合意 
 を取り付 け。底地権利者同意徴集は了解済み。 
■現在，土地改良事業計画変更，一時利用地指 
 定変更，覚書締結，売買契約等の手続きを進め 
 ている。 

北上川 



 
 

１．次世代施設園芸推進コンソーシアム名 「石巻次世代施設園芸コンソーシアム」 

      設立総会：平成26年5月1日  場所：宮城県石巻市役所 
 

２．コンソーシアム構成員 

 【生産者】       ㈱デ・リーフデ北上 地元生産者6名と民間企業3者他, 計10者出資による農業生産法人   

 【民間企業】    リッチフィールド㈱(日本)，ジャパンユーロプロモーション(蘭国) 

           ファイファーベールコンサルティング (蘭国) 

 【実需者】     イオンリテール㈱，東京デリカフーズ㈱  

           ㈱リッチフィールド経由  

           ㈱石巻青果（石巻地方卸売市場内）  

 【研究機関】   宮城県農業・園芸総合研究所  

 【普及機関】  石巻農業改良普及センター 

 【地方自治体】 石巻市，宮城県 

  【その他】     東北大学，宮城大学 他 

（４）コンソーシアムの取り組み状況 

12 

11 



  オランダ経済省，オランダウエストラント市 
  石巻市と友好園芸農業協定書調印(H25.10.23)  
 
                                                                              ※ウエストラント市は高知県とも協定調印 
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 （人材確保・育成） 

① 震災復興の途上であり，雇用の創出と地域の担い手 
 育成が必要。 
 
 （技術力の導入・普及） 

② 石巻地域はトマトの産地であり，宮城県は国産パプリ 
 カの生産量はトップである。更にオランダ並みの生産性 
 を上げる技術力を磨き，国際競争力を高める。 
 
 （販売先の確保） 

③ 県内は卸売市場への販売が中心でだが，市況の影 
 響を減らし，生産者が主体的に販売する。 
 

（５） 今後の課題 等 
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